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概  要 

 
 
 

 
2011 年3 月11日東北地方太平洋沖地震により，岩手県北東部の沿岸に位置する野田村には想定14.5mの大津波が襲

来し，前浜地区の防潮堤は，延長 1,350m のうち約 60%の 790m が全壊，裏法被覆工，根固めブロックはほぼ全区間で

消失，破損する被害を受けた． 
野田村の復興計画では，被災した防潮堤を撤去した上で，海岸沿いに防潮堤（第1堤防）を新設し，数十年から数百

年に一度程度の比較的頻度の高い津波「L1 津波」に対してはこの防潮堤整備により安全を確保する．野田地区海岸防

潮堤ほか工事（以下，本工事）は，復興計画のうち，第１堤防である防潮堤の新設に該当し，防潮堤，水門本体，陸閘

などを建設するもので，指定の工期で完成することが最重要課題であった．本稿では，本工事における工期短縮に向け

た取り組みについて報告する． 
成  果 

 
 
 

 

 防潮堤背面盛土の残留沈下対策として，原設計ではプレロード工法が採用されていたが，直立堤の直背後に深層混

合処理工法（DCS工法）により応力遮断壁を形成して直立堤への引込み沈下の影響を回避し，工程の短縮を実現した． 
 総面積15,000m2の裏法被覆工の施工は，場所打ち式からプレキャストコンクリート型枠式の被覆工に変更して，1/3

程度の工期短縮を実現した． 
 水門と未施工部分の防潮堤を同時に構築できるように，水門の底板と堰柱２リフトが完了した時点で作業構台を設

置して，河川をその下に戻す計画とし，工期を2年程度短縮することができた． 
 
 
 

 
写真－２ 裏法被覆工（胴込めコンクリート打設状況） 

 
写真－３ 水門作業構台全景 

 
写真－４ 竣工写真 

 
写真－１ 直立堤応力遮断壁の露出状況 
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